
2022.5　銀行実務　　　32

【
１
】
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要

と
実
務
へ
の
影
響

　

令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
「
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
」
が
開
始
さ
れ
る
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は
、
請
求
書

に
関
す
る
新
し
い
ル
ー
ル
の
こ
と

で
、
正
式
に
は
「
適
格
請
求
書
等

保
存
方
式
」
と
い
う
。

　

簡
潔
に
い
う
と
、
消
費
税
の
複

数
税
率
に
よ
る
買
い
手
の
混
乱
を

防
ぎ
、
消
費
税
の
控
除
が
正
し
く

行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
制
度

で
あ
る
。
現
行
制
度
と
の
比
較
は

図
表
１
に
示
し
た
が
、
現
行
制
度

に
比
べ
て
要
件
が
厳
し
く
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
売
り
手
・

買
い
手
双
方
と
も
に
事
務
負
担
が

増
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
は
以
下
二
点

で
あ
る
。

⑴　

請
求
書
等
の
記
載
事
項
の
追

加
（
売
り
手
側
）

　

売
り
手
側
は
従
来
の
請
求
書
の

記
載
項
目
に
加
え
て
、新
た
に「
登

録
番
号
」「
適
用
税
率
」「
税
率
ご

と
に
区
分
し
た
消
費

税
額
等
」
を
記
載
す

る
必
要
が
あ
る
。「
登

録
番
号
」
と
は
国
税

庁
が
各
事
業
者
に
交

付
す
る
番
号
で
、
事

業
者
が
国
税
庁
に

「
適
格
請
求
書
発
行

事
業
者
の
登
録
申
請

書
」
を
提
出
す
る
こ

と
で
取
得
で
き
る
。

こ
の
登
録
番
号
の
取

得
に
か
か
る
受
付
は
、

令
和
３
年
10
月
１
日

に
先
行
し
て
開
始
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
現
在
使
用

し
て
い
る
請
求
書
の

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
改

訂
す
る
必
要
も
あ
る
。

市
販
の
請
求
書
作
成

ソ
フ
ト
で
あ
れ
ば
バ

ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
で
対
応
で
き
る

も
の
が
多
い
が
、
自
社
で
開
発
し

て
い
る
ソ
フ
ト
の
場
合
だ
と
シ
ス

テ
ム
を
改
修
し
、
制
度
に
適
し
た

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
用
意
す
る
必
要

が
あ
る
（
図
表
２
参
照
）。

⑵　

消
費
税
の
控
除
の
要
件
（
買

い
手
側
）

図表１　現行制度とインボイス制度の比較

区分 項目 現行制度
（区分記載請求書等保存方式）

インボイス制度
（適格請求書等保存方式）

売り手
請求書等の記載事項

①請求書作成者の氏名
②取引年月日
③取引の内容
④相手方の名前
⑤軽減税率適用の対象品目で
ある旨
⑥税率ごとの取引金額

左段①～⑥に加えて
⑦登録番号
⑧適用税率
⑨税率ごとに区分した消
費税額等

免税事業者の発行可否 可能 不可

買い手
仕入税額控除の要件 区分記載請求書の保存 適格請求書の保存
3万円未満の仕入れ 保存義務なし 保存義務あり
免税事業者からの仕入れ 仕入税額控除可能 仕入税額控除不可

税理士　島村　智彦
デジタルシフトコンサルタント　新土居統弥

インボイス制度開始を契機とした
中小企業のDX支援

　令和５年10月のインボイス制度の開始に伴い中小企業の負担が増
すが、一方ではDXを進める端緒となり得る。本企画では、金融機関
行職員が取引先へ的確に対応できるようインボイス制度の概要、そし
て同制度対応に合わせて検討したいDX活用術について解説した。

特別企画１
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買
い
手
側
が
消
費
税
の
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、「
適
格
請
求

書
発
行
事
業
者
」
が
交
付
し
た
請

求
書
（
適
格
請
求
書
）
を
保
存
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
取
引
先
が
適
格
請
求

書
発
行
事
業
者
で
な
い
場
合
、
そ

の
仕
入
分
は
消
費
税
の
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
現
行
制

度
で
は
そ
の
よ
う
な
制
限
は
な
い

た
め
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
移
行

す
る
こ
と
に
よ
り
、
買
い
手
側
で

は
新
た
に
下
記
二
点
の
作
業
が
発

生
す
る
。

①
「
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
」

に
該
当
す
る
か
の
確
認

　

取
引
先
が
適
格
請
求
書
発
行
事

業
者
で
な
い
場
合
に
は
買
い
手
側

で
は
消
費
税
の
控
除
を
受
け
ら
れ

な
い
た
め
、
取
引
先
に
対
し
て
現

在
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
確
認
す
る
作

業
が
必
要
と
な
る
。

②
取
引
先
の
ス
テ
ー
タ
ス
に
応
じ

た
仕
訳
入
力

　

仕
訳
入
力
時
に
、
請
求
書
の
発

行
元
が
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者

図表２　適格請求書に追加する項目

出所：国税庁「適格請求書等保存法方式の概要－インボイス制度の理解のために－」



2022.5　銀行実務　　　34

ま
た
は
免
税
事
業
者
か
の
分
類
や
、

そ
れ
に
応
じ
た
消
費
税
の
入
力
作

業
が
発
生
す
る
。

　

こ
れ
が
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ

移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、売
り
手
・

買
い
手
と
も
に
相
応
の
事
務
負
担

が
増
え
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
一
方

で
、「
電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
」
を
上

手
く
活
用
す
る
こ
と
で
、
そ
の
事

務
負
担
を
大
幅
に
軽
減
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

【
２
】
電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
に
つ
い

て

　

電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
と
は
、
日
本

の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
会
社
の
団
体
が

令
和
２
年
７
月
に
設
立
し
た
「
電

子
イ
ン
ボ
イ
ス
推
進
協
議
会
」
が

中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
適
格

請
求
書
を
電
子
化
す
る
仕
組
み
で

あ
る
。

　

電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
の
利
活
用
に

よ
り
、
請
求
か
ら
支
払
、
入
金
消

し
込
み
業
務
等
が
電
子
化
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
取
引
業
務
の
一
連
を

効
率
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
そ
の
周
辺
業
務
も
デ
ジ
タ

ル
化
さ
せ
る
こ
と
で
バ
ッ
ク
オ
フ

ィ
ス
の
幅
広
い
業
務
に
お
い
て
も

効
率
化
が
期
待
で
き
る
。

　

電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
は
す
べ
て
の

規
格
が
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
請
求
書
の
や
り
取
り
が
電
子

メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

サ
イ
ト
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

売
り
手
・
買
い
手
の
双
方
で
下
記

の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
る
。

⑴　

経
理
業
務
の
自
動
化

　

前
出
の
と
お
り
、
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
で
は
取
引
先
の
ス
テ
ー
タ
ス

に
応
じ
た
消
費
税
の
入
力
作
業
が

必
要
と
な
る
。
具
体
的
に
は
、
入

力
担
当
者
は
取
引
先
か
ら
受
け
取

っ
た
請
求
書
の
登
録
番
号
や
適
用

税
率
を
確
認
し
、
そ
れ
に
応
じ
て

個
別
に
消
費
税
の
入
力
を
行
う
。

　

こ
れ
が
電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
に
な

る
と
、
請
求
書
の
情
報
を
会
計
シ

ス
テ
ム
に
自
動
で
取
り
込
む
こ
と

が
可
能
に
な
り
、
消
費
税
の
計
算

も
シ
ス
テ
ム
で
自
動
化
で
き
る
。

さ
ら
に
、
社
内
の
基
幹
シ
ス
テ
ム

が
相
互
連
携
で
き

て
い
れ
ば
、
販
売

管
理
シ
ス
テ
ム
の

取
引
情
報
を
も
と

に
会
計
シ
ス
テ
ム

の
処
理
も
自
動
化

で
き
、
帳
簿
と
の

突
合
作
業
を
行
う

必
要
が
な
く
な
る
。

⑵　

入
金
消
し
込

み
業
務
の
効
率

化

　

請
求
書
が
紙
面

も
し
く
は
デ
ー
タ

の
場
合
、
そ
れ
だ

け
で
は
請
求
書
が

ど
の
債
権
に
対
応

し
て
い
る
か
を
把

握
で
き
な
い
た
め
、

経
理
担
当
者
は
そ

の
都
度
、
対
象
債

権
を
特
定
さ
せ
る

作
業
（
消
し
込
み

業
務
）
を
行
う
必

要
が
あ
る
。

　

こ
れ
が
電
子
イ

図表３　電子インボイスを用いた自動消し込みのイメージ

出所：電子インボイス推進協議会HPより
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ン
ボ
イ
ス
と
な
る
と
、請
求
情
報
・

入
金
情
報
に
、
売
り
手
と
買
い
手

で
共
通
し
た
Ｉ
Ｄ
が
付
与
で
き
る

よ
う
に
な
る
た
め
、
請
求
書
と
対

象
債
権
の
突
合
作
業
が
容
易
に
行

え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
従
来
発
生
し
て
い
た
消
し
込

み
業
務
に
か
け
る
時
間
を
大
幅
に

削
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
表

３
参
照
）。

⑶　

請
求
書
の
保
管
、
管
理
、
検

索
の
簡
便
化

　

現
行
制
度
で
は
、
買
い
手
側
は

３
万
円
未
満
の
請
求
書
に
お
い
て

保
存
義
務
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で
は
、
金
額
に

関
わ
ら
ず
全
て
の
請
求
書
の
保
存

が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
紙
面
で
請
求
書
を
や
り
取
り

し
て
い
る
場
合
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
に
移
行
す
る
こ
と

で
、
そ
れ
ま
で
以
上

に
請
求
書
の
保
管
ス

ペ
ー
ス
や
外
部
保
管

料
が
必
要
に
な
る
。

　

電
子
イ
ン
ボ
イ
ス

で
あ
れ
ば
請
求
書
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で

管
理
す
る
た
め
、
保

管
に
か
か
る
ス
ペ
ー

ス
や
費
用
は
不
要
に

な
る
。
ま
た
、
フ
ァ

イ
ル
名
に
統
一
の
ル

ー
ル
を
設
け
て
お
く

こ
と
で
、
必
要
な
請

求
書
の
検
索
性
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

【
３
】
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
Ｄ
Ｘ

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
検
討
に
際

し
て
、
合
わ
せ
て
検
討
を
推
奨
し

た
い
こ
と
が
、
全
社
の
デ
ジ
タ
ル

化
で
あ
る
。
外
部
環
境
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
デ

ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
は
何
か
？
今
後
の

事
業
展
開
を
見
据
え
て
、
部
門
最

適
で
な
く
全
社
最
適
と
な
る
考
え

方
で
向
き
合
う
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。

　

電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
へ
の
取
り
組

み
は
、
取
引
業
務
一
連
を
デ
ジ
タ

ル
化
・
効
率
化
す
る
た
め
の
一
つ

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た

だ
一
方
で
、
そ
れ
だ
け
で
は
部
門

最
適
の
域
を
出
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
今
後
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
、

以
下
Ｄ
Ｘ
）
推
進
に
取
り
組
も
う

と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
大

き
な
視
点
や
視
座
を
持
つ
こ
と
が

望
ま
し
い
。

【
４
】
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｄ
Ｘ
を
取

り
巻
く
背
景

　

Ｄ
Ｘ
に
は
様
々
な
定
義
、
使
わ

れ
方
が
あ
る
が
、
経
済
産
業
省
で

は
以
下
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い

る
。「
企
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の

激
し
い
変
化
に
対
応
し
、
デ
ー
タ

と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
、

顧
客
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
基
に
、

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
変
革
す
る
と
と
も
に
、
業

務
そ
の
も
の
や
、
組
織
、
プ
ロ
セ

ス
、
企
業
文
化
・
風
土
を
変
革
し
、

競
争
上
の
優
位
性
を
確
立
す
る
こ

と
」（
経
済
産
業
省
『
Ｄ
Ｘ
推
進

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
よ
り
）

　

こ
の
定
義
を
も
と
に
、
Ｄ
Ｘ
の

Ｄ
と
Ｘ
を
区
分
す
る
と
、Ｄ
は「
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
徹
底
的
に
使
い
こ

な
す
」
こ
と
。
Ⅹ
は
「
企
業
構
造
・

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
継
続
的
な
変

革
」
を
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら
を
通

じ
て
、「
競
争
優
位
性
を
確
立
す

る
こ
と
」
が
Ｄ
Ｘ
と
い
え
る
。

　

Ｘ
（
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

図表４　DX（デジタルトランスフォーメーション）
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ョ
ン
）
は
「
変
態
」
と
訳
さ
れ
る
。

よ
く
蝶
に
喩
え
ら
れ
る
が
、
幼
虫

が
さ
な
ぎ
に
な
り
、
蝶
に
な
る
と

い
う
大
き
な
変
貌
・
変
化
の
過
程

が「
変
態
」で
あ
る
。
Ⅹ
と
は「
変

化
」
で
は
辿
り
着
か
な
い
目
標
を

目
指
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
Ｄ

Ｘ
を
区
分
す
る
こ
と
で
、「
Ｄ
」

は
手
段
で
あ
り
、
目
標
達
成
す
る

た
め
に
「
Ⅹ
（
変
態
）」
す
る
こ

と
で
あ
る
と
わ
か
る
。

　

つ
ま
り
Ｄ
Ｘ
と
は
、
デ
ジ
タ
ル

あ
り
き
の
「
Ｄ
↓
Ⅹ
」
で
は
な
く
、

「
Ⅹ
↓
Ｄ
」
の
順
に
考
え
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

そ
し
て
中
小
企
業
に
と
っ
て
の
Ⅹ

と
は
、
戦
略
の
改
革
よ
り
も
デ
ジ

タ
ル
を
活
用
す
る
「
ヒ
ト
の
意
識

改
革
」
が
中
心
と
な
る
ケ
ー
ス
が

多
い
（
図
表
４
参
照
）。

【
５
】
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
方

　

Ｄ
Ｘ
に
向
き
合
う
際
に
ま
ず
考

え
る
こ
と
は
「
そ
も
そ
も
ど
う
い

う
会
社
に
し
た
い
の
か
？
」「
そ

の
よ
う
な
会
社
に
し
た
い
の
は
な

ぜ
か
？
」
と
い
う
問
い
で
あ
る
。

「
ど
う
い
う
会
社
に
し
た
い
。
そ

れ
は
○
○
だ
か
ら
」
が
決
ま
る
と
、

自
ず
と
や
る
こ
と
は
決
ま
る
。

　

従
来
は
「
計
画
的
に
」
過
去
の

経
験
や
実
績
か
ら
ゴ
ー
ル
ま
で
の

道
の
り
を
明
確
に
し
や
す
い
状
況

が
あ
っ
た
。
一
方
で
、
現
在
は
外

部
環
境
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
変

わ
り
、
近
い
将
来
も
予
測
が
で
き

な
い
現
状
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

時
代
だ
か
ら
こ
そ「
あ
り
た
い
姿
」

を
定
め
る
こ
と
が
大
切
だ
。
ま
ず

前
に
進
み
な
が
ら
、
そ
の
都
度
軌

道
修
正
を
す
る
こ
と
と
な
る
。
取

り
組
み
方
は
次
の
二
点
を
紹
介
し

た
い
。

⑴　

ク
イ
ッ
ク
ウ
ィ
ン

図表５　デジタル時代に求められる人材と教育
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デ
ジ
タ
ル
の
活
用
に
お
い
て
は
、

現
場
の
反
発
が
起
き
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
今
ま
で
の
や
り
方
を
変
え

た
く
な
い
、
よ
り
作
業
が
増
え
る

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
声
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、「
ク
イ
ッ
ク
ウ

ィ
ン
」
に
て
、
短
期
間
で
目
に
見

え
る
改
善
、
成
果
を
出
す
こ
と
を

目
指
し
て
い
く
。
こ
の
ク
イ
ッ
ク

ウ
ィ
ン
を
通
じ
て
、
変
革
の
機
運

を
高
め
て
、
よ
り
難
度
が
高
く
時

間
か
か
る
改
善
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
ク
イ
ッ
ク
ウ
ィ
ン
へ
の

取
り
組
み
は
、
例
え
ば
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
導
入
や
、

携
帯
デ
バ
イ
ス
の
貸
与
等
、
コ
ア

業
務
に
関
わ
ら
な
い
施
策
が
効
果

的
で
あ
る
。

⑵　

ク
ラ
ウ
ド
ツ
ー
ル
の
徹
底
的

な
活
用

　

運
用
に
際
し
て
は
、
自
社
の
業

務
に
合
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
開
発
せ

ず
、「
標
準
的
な
ク
ラ
ウ
ド
ツ
ー

ル
」
を
徹
底
的
に
活
用
す
る
こ
と

が
効
果
的
で
あ
る
。
業
務
を
シ
ス

テ
ム
に
合
わ
せ
て
く
こ
と
で
、
結

果
的
に
他
社
・
業
界
で
標
準
的
な

業
務
プ
ロ
セ
ス
に
変
え
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
。
ク
ラ
ウ
ド
ツ
ー
ル

の
機
能
向
上
（
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
）

は
日
進
月
歩
で
行
わ
れ
て
い
る
た

め
、
ツ
ー
ル
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に

合
わ
せ
て
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
変
え

て
い
く
こ
と
が
成
功
へ
の
最
短
ル

ー
ト
で
あ
る
。

【
６
】
金
融
機
関
と
し
て
ど
う
対

応
す
べ
き
か

　

デ
ジ
タ
ル
活
用
に
際
し
て
は
、

従
来
の
Ｉ
Ｔ
部
門
や
そ
の
担
当
者

に
一
任
せ
ず
、
新
た
に
部
門
横
断

型
の
組
織
（
あ
る
い
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）
を
設
置
す
る
こ
と
を
推
奨

す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
部
門
を
横
断

し
て
調
整
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

変
革
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
か

ら
で
あ
る
。
複
数
部
門
を
所
管
す

る
部
長
あ
る
い
は
役
員
が
こ
の
組

織
を
統
括
し
、
若
手
メ
ン
バ
ー
を

リ
ー
ダ
ー
に
抜
擢
す
る
と
推
進
力

が
生
じ
る
と
考
え
る
。
リ
ー
ダ
ー

は
Ｉ
Ｔ
の
知
見
が
あ
る
だ
け
で
は

な
く
業
務
の
実
態
を
熟
知
し
て
お

り
、
会
社
を
よ
り
よ
く
し
た
い
と

い
う
思
い
が
強
い
メ
ン
バ
ー
が
適

任
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
メ
ン
バ

ー
で
あ
れ
ば
、
全
社
に
と
っ
て
の

最
適
解
を
考
え
、
業
務
を
Ｉ
Ｔ
ツ

ー
ル
に
合
わ
せ
て
い
く
過
程
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
や
す
い
か
ら
で
あ

る
。

　

ま
た
一
方
で
、
Ｉ
Ｔ
や
デ
ジ
タ

ル
に
関
し
て
は
幅
広
い
知
見
が
必

要
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
自
社

採
用
の
み
で
補
お
う
と
せ
ず
、
シ

ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
ー
で
は
な
い
中
立

的
な
第
三
者
の
意
見
を
取
り
入
れ

な
が
ら
進
め
る
こ
と
で
、
自
社
に

マ
ッ
チ
し
た
改
革
が
進
み
や
す
く

な
る
。
例
え
ば
、
業
界
に
知
見
が

あ
り
、
Ｉ
Ｔ
や
デ
ジ
タ
ル
を
活
用

し
た
改
善
支
援
を
得
意
と
す
る
専

門
家
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
が

適
任
で
あ
る
（
図
表
５
参
照
）。

【
７
】
取
引
先
の
あ
り
た
い
姿
を

描
く

　

電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
効
果

的
に
利
活
用
す
る
こ
と
は
、
経
理

や
決
算
業
務
を
今
ま
で
以
上
に
効

率
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
を
ク
イ
ッ
ク
ウ
ィ

ン
と
し
、
ぜ
ひ
と
も
全
体
最
適
の

視
点
で
全
社
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

活
用
の
検
討
を
推
奨
し
た
い
。
そ

の
際
に
重
要
な
こ
と
は
、
会
社
と

し
て
の
あ
り
た
い
姿
を
描
く
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
実
現
に
向
け
た
手

段
と
し
て
の
「
Ｄ
（
デ
ジ
タ
ル
活

用
）」
を
検
討
し
、「
Ⅹ
（
変
革
）」

へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が

Ｄ
Ｘ
成
功
へ
の
取
り
組
み
に
な
る

と
考
え
る
。

 （
み
ら
い
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株

式
会
社
）

みらいコンサルティング㈱


